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佐伯胖所長 開会の挨拶 

おはようございます。今日は、第 76期の研究員の 2回目の発表です。 会場を提供してく

ださいました、岡谷市立神明小学校の先生方には心から感謝申し上げます。開会に先立ち

まして、一言ご挨拶申し上げます。 

 紀要の 28巻が皆さんのお手元にあると思いますけれども、その巻頭言で、『  能力」と

いう言葉がない』という一文を書いております。能力という 言葉がほとんど使われていな

いということが、ある意味では、教育関係の文書としては珍しいというか、普通でないと

いうことから 私は語っているわけなのですが、しかし、これはちょっと誤解を招く恐れも

ありますね。つまり、子どもの中にはいろんなことが非常に卓越してできている、できる

子というのはいるわけです。ピアノがものすごい上手だとか、あるいは昆虫についてもの

すごく詳しくて、 クラスでは 昆虫博士」と呼ばれてる、というような子もいたりするわ

けですね。そういう優れた卓越性というのを、 全然評価しちゃいけないのかという話にな

りますけれども、そういうわけじゃないんですね。ただ、その子どもが示す何かについて

の卓越性というのはですね、これは 我々は すぐれた能力」という言い方をしたくなるの

ですけれども、英語では、”ability（アビリティ）” が、 能力」に対応する言葉ですけど

も、 アビリティという言葉には、能力の力（リョク）という、そういう力（チカラ）とい

う意味は全くないんです。つまり、いろんなことが 卓越してできている」ということな

んですね。 そういうふうにいろんなことが、すごくよくできているという事態は教室の中

でも色々起こるわけです。  

それについて、本研究所特任所員の岩川直樹さんが、『コミュニケーションと教育』と

題する 論文を雑誌『教育』というところに発表しておられますが、そこではコミュニケー

ション能力と言われて、 それを育成するのだということで、様々なスキルの訓練をし、そ

して、それの評価をランク付けするというようなことは、非常におかしいことだというこ

とを言っているわけです。 

事例を 2つ挙げていますが、第 1の事例はですね、お年寄りの方々に 戦争体験について

聞くという授業があるんですね。そこでは、お年寄りの方が、自分の戦争体験について

色々話されたんですが、その 授業の最後に子どもたちがいろんな反省をするんですが、コ

ミュニケーション力というか、 インタビューがちゃんとできなかった」 適切な質問がで

きなかった」といったようなことを反省してたんですが、それを聞いた（お年寄りの中に

いた）元教員だった先生が、 あ、今日はインタビューの授業 だったんですね。ついつい

話したいことがいっぱいあって、一方的に話しちゃいました。 非常に申し訳なかった。」

みたいなことを言われたのですけれども、それはどうなんだろうということが第 1の事例



です。 

第 2の事例は、外国人の留学生を招いて英語で子どもたちと対話するという、そういう

授業だったんですが、 1 人 1人の外国人留学生に対して、数人の子どもたちが、親しく話

をするのですが、英語は、もちろん、片言だったり、文法的におかしかったりすることも

あるんですが、ものすごく盛り上がってですね、 野球が好きなんですか」 自分も好きな

んだ」といって、それぞれが、思い通りに色々話し合った。 その授業の後、感想を述べる

時に、 今日は自分が英語はどうもできなくて」っていう子もいたんですが、それに対し

て、他の子が、 私はコミュニケーションには失敗なんてないんだ、ということを今日は

学んだ」と、爽やかに宣言したというんですね。 

 岩川さんは、  コミュニケーションというものを、（そういう）何ができるできないと

いうことで見ることではなくて、どれだけ本当に人の話の中に入り込むかということで、

そんなことは別に能力の問題ではないんだ」ということを、語っておられました。  

今日の実践の報告の中ではですね、いろんなことが見事にできちゃってる、そういう事

例がいっぱい出てくると思います。 それをいちいち能力だと言い換えようと思ったらでき

たかもしれないけども、そういう目で見るのではなくて、素晴らしいことができていると

いうことをたたえ合うような、そういう授業実践が見られると思いますので、ぜひ楽しみ

に、聞いていただければと思います。本日はよろしくお願いします。 

 


